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育
児
に
積
極
的
に
参
加
す
る
男
性
を
何
と
い
う
か
ご
存
じ
で
す
か
？

そ
う
で
す
、「
イ
ク
メ
ン
」
で
す
ね
。
ま
た
、
職
場
で
共
に
働
く
部
下
や
ス

タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
考
え
、

応
援
す
る
体
制
を
整
え
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
上
司
の
こ
と
を
「
イ
ク
ボ
ス
」
と
言
い
ま
す
。（
こ
れ
は
、
割
合
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
女
性
管
理
職
も
含
み
ま
す
。
）

こ
れ
ら
の
言
葉
は
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
男
性
が

積
極
的
に
育
児
や
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
呼
び
名
、
少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
あ
る
日
本
人
が
欧
米
の
友
人
に
「
イ
ク
メ

ン
っ
て
何
？
」
と
質
問
さ
れ
、「
育
児
や
家
事
を
積
極
的
に
手
伝
う
父
親
の

こ
と
だ
よ
。
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
そ
の
友
人
は
困
っ
た
顔
を
し

て
「
そ
れ
っ
て
ダ
デ
ィ
ー
（
お
父
さ
ん
）
と
何
が
違
う
の
？
」
と
言
っ
た
…
と

い
う
話
で
す
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
私
た
ち
は
育
児
を
す
る
女
性
を
「
イ
ク
ウ
ー
マ

ン
」
だ
と
か
「
イ
ク
ジ
ョ
」
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
女
性
上
司
を
わ

ざ
わ
ざ
「
イ
ク
ボ
ス
」
と
言
っ
て
、
た
た
え
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
「
女
性
○
○
」
と
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
珍
し
さ
を
際
立
た
せ
て

い
る
、
あ
る
い
は
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
使
う

こ
と
で
、
逆
に
、
育
児
に
男
性
が
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
り
、
世
間
の
関
心
が
高
ま
り
、

男
性
が
積
極
的
に
育
児
や
家
事
に
参
加
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
と
い
う

の
も
事
実
で
す
か
ら
、
決
し
て
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
な
い

よ
う
に
、
と
言
い
た
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
か
「
イ
ク
メ
ン
」「
イ
ク
ボ
ス
」
と
あ
え
て
言
わ
な
く
て
も
、「
お
父
さ

ん
」「
パ
パ
」
と
い
え
ば
、「
育
児
や
家
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
存
在
」

と
な
っ
て
い
る
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
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ホームページ  http://www.city.ashiya.lg.jp/danjo/withus/centerwithus.html

■平成28年 12月発行(冬号)

編集・発行

「ウィザス」は、

ウィズアス = with us

“共に生きる ― 

男女共生社会”の

理念を

表しています。

イ
ク
メ
ン
？
イ
ク
ボ
ス
？

一時保育つき大人の読書タイム

テーマ「　私の大切なひとが活躍する姿　

　　　　　～家事・育児・介護・仕事・お手伝い、あなたのあんな顔こんな顔～　」

■応募期間　11月21日～平成29年１月31日

■応募資格　市内在住の方および市内に通勤、通学、通所、活動している方 (アマチュアに限る )

■作品規定・応募方法等

・2Lサイズまたはキャビネ 　

・インクジェットプリント可

・フィルム・デジタル、カラー・モノクロを問いません 。

・他の写真展等での入選作品は不可

・ひとり3作品まで応募可、作品ごとに応募票を記入し添付

・応募票に必要事項を記入の上、作品と共に芦屋市男女共同参画センター（以下、センター）

　窓口にて直接提出するか、センターまで郵送（応募票はセンターホームページからダウン

　ロード又はセンター窓口にて配布）

・入賞作品は、原版（ネガ・ポジまたはデータ）の提出を後日お願いします。

・色や明るさの調整、トリミング等のデータ補正をして応募された方は、元データと補正後デー

   タの保存を必ずお願いします。（受賞した際に使用したデータの提出が必要となるため）

・写真展示終了後は、一定期間センターで保管。返却希望者にはセンター窓口にて返却します。

■応募締切　平成29年1月31日（必着）

■結果発表

 　2月末日までに、入賞者にのみ連絡。表彰式は平成29年3月12日にセンターで行われる

「ウィザスあしやフェスタ2017」（平成29年3月12日～19日開催）にて実施

■賞

　市長賞1名（図書カード 5000円）、優秀賞2名（図書カード 2000円）、入選5名（図書

カード 1000円）

■展示　応募作品は3月下旬頃までの間、センターにて展示

※応募の時点で、応募者は本コンテスト応募要領の各条件に同意したものとみなします。

　必ずセンターホームページまたは窓口にて事前に確認のうえ、ご応募ください。

10 月 26 日世界経済フォーラムが発表した「ザ･グローバル・ジェンダー・ギャ ッ

プ報告書2016」で、男女の格差が最も小さいのはアイスランドでした。日本は111位

で､昨年の101位より さらに下位に。そのアイスランドで 10月24日に男女の賃金格

差の是正を求めるスト ライキが行われました。女性の賃金の低さから、実質午後 2

時 38 分以降はただ働きになるということで、その時間以降、女性たちは職場放棄を

しました。ランキング1位のアイスランド女性たちの行動力を、111位の日本女性は

どう見るのでし ょ うか。 ( 村上 )

■対　　象　子育て中の親(祖父母を含む)と子ども(２歳以上就学前児)

■一時保育　各回とも、先着・各４人 (１人300円 ) ＜要予約＞

■申し込み　各月１日から、電話 (℡38-2023) でセンターへ

絵　Ｈ .Ｍ




